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3月 11日金曜 日.いつものように研究室で仕事
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いるのかを知らないまま,東京で働く通勤者は真夜
中まで静かに自宅に向かって行進 した.その姿に,
世界からは沈着冷静な日本人ということで賞賛さえ
された.
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の情報｣のみが提供されるべきだとして,学会員に
情報発信の自粛を促 していたことが分かったが,こ
のことからも,あちこちでこのような考え方に従っ
て情報が発信されていなかったのではないかと推察
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テレビでは,初め.｢直ちに影響をおよぼすもの
ではない｣と政治家も企業人も学者もひたすら連呼
していた.そのことを信 じて落ち着いた行動をとっ
た市民も多い.しかし,日数が纏つにつれ,全く安
全であったはすU)原+炉では双三打髄か汐雨耶ノていたこ
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を物理的に閉じた空間に押し込めることができてい
た.
しかし,インターネットが社会機能の｢桐区になろ
うとしている時代,情報を特定の範囲で閉じて使 う
ことは困難になってきている.これまで,テレビや
新聞などのメディアは有用な情報を精選して一方向
から流すことができたため,ある程度の情報のコン
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トロールは可能であったが,情報が双方向になった
現代,もはやそれは不可能になりつつある.
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思考 ･判断 ･明断かつ批判的に思考することがで
きる
と書かれている.
先に述べたように,情報は精選されて与えられる
時代から,玉石混享肴状態の情報から価値のある情報
を自ら探し出す能力が重要な時代に入ったのであ
る.そのためには,まず情報を正しく理解しなくて
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に)考え,近くの人に正確に伝えられるようでなけ
ればならない.つまり,
1)誰でも,どのような情報でも,白由にアクセス
できる環境の中で,
2)情幸田ま ,どこからも批判的に見られながら,よ
り正確で貴重なものに磨かれ,
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